
結論をまとめる力

特色2   誰もができる探究  3つの見える化

育成する資質・ 能力が見える

2年p.116～119

問題を見いだす力問題
発見

仮説を立てる力仮説

解決する方法を立案する力構想

結果をもとに規則性や関係性を見いだす力分析
解釈

結果から仮説や構想を検討・改善する力検討
改善

探究の過程の妥当性をふり返る力ふり
返り

習得した知識を活用する力活用

科学的に考察して判断する力判断

アイコン 資質・能力

どのような資質・能力を
身につけて

評価していくのかが、
生徒にも先生にも

わかるようになっています。

1
探究のステップを言語化し、「アイコン」で
明示しているので、各活動でどのような
資質・能力が身につくのかわかります。
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2年p.16 ～17

探究の流れ が見える2
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探究の流れを明確に示す
ことで、課題解決能力の
育成を図ります。

学びの
フローチャート
「問題発見」や「分析・解釈」など、
探究のステップを言語化して設定
するとともに、脚注のフローチャート
で示すことで、全体のなかで
今どの活動を行っているのか、
確認することができます。

1見開きの指導時数の目安を
1時間として、全ての節を見開き
単位で構成しました。一見して
学習内容のまとまりがわかるので、
生徒も先生も授業の見通しが
立てやすくなります。

1見開き1時間構成
2時間め

1時間め

2年p.18～19

3時間め

2年p.20～21

「問題発見」や「仮説」など、
探究のステップを言語化して
アイコンで示すとともに、
フローチャートで探究の流れを
確認できるようにしました。
また、観察・実験のページでは、

「目的→方法→結果→考察」の
ステップを紙面の上から下へ
縦に並べることで、作業の
見通しを立てやすくしました。

授業の見通しを
立てやすい構成

各学年数か所の節を、
流れに沿って

探究にじっくりとり組めるコーナー
「じっくり探究」として設定しました。

「じっくり探究」については、
本冊子p.40からの特集で
詳しく解説しています。

特色2    誰もができる探究  3つの見える化

観察・実験の内容を確認しやすく
するために、目的、方法、結果、
考察の流れを縦に並べる
レイアウトにしました。

流れを追いやすい
レイアウト

P.40、61詳しくは へ



2年p.210

理科の見方・ 考え方が見える3

2年p.244

1年p.87

比べる実験を行うときは、そろえる条件と変える条件を
整理することが大切だね。

理科の見方・考え方

条件制御

3年p.109

化石が発見される地質年代と、
それぞれの生物の特

とく

徴
ちょう

を結びつけて考えよう。

理科の見方・考え方

関係づけ量的・関係的な視点

生徒が自由に「理科の見方・考え方」を
はたらかせられるようにしました。

物理領域 
量的・関係的な視点
化学領域 
質的・実体的な視点
生物領域 
共通性・多様性の視点
地学領域 
時間的・空間的な視点

理科の見方
● 比較 (小3)
● 関係づけ (小4)
● 条件制御 (小5)
● 多面的に考える (小6)
● 原因と結果
● 部分と全体
● 定性的・定量的　など
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「理科の見方・考え方」を
ファシリテーターキャラクターと
ともに具体的に示しています。

乾電池が複数個使われているとき、そのつな
ぎ方に着目しよう。

理科の見方・考え方

2年p.199

時間的・空間的な視点

雨が降ってできた水たまりは、雨がやんだ後ど
うなるかな。

理科の見方・考え方

特色2    誰もができる探究  3つの見える化

「理科の見方・考え方」の必要性が
高い活動場面には、その観点を
ファシリテーターキャラクター

（モチーフは鉱石、電球、ハリモグラ）
のセリフとして掲載しています。

学びを深める理科の見方・考え方

「理科の見方・考え方」を
具体的に示しているので、

生徒が活動するときに
学びが自然に深まります。




